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NEC Express 5800シリーズ 
InterSec 

Express 5800 /VC400h ， CS400h ， LB400h ， MW400h 


八ードウエアの取り扱いと操作 


本体の設置や接続、各部の名称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っておい 
ていただきたい基本的なことがらについて説明します。 

設置 （6 ページ） 

本体の設置手順について説明します。 

各部の名称と機能 （15 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

接続について （26 ページ） 

本体にケーブルを接続する際の注意事項を記載します。 

基本的な操作 （29 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および DVD / CD - R 0 M のセット方法などについて説 
明しています。 






6 設置 



本装置は El A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• 1人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 


次の条件に当てはまるよラな場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所0 
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• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止力□エが施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く（電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 



ラック内部の温度上昇とエアフ□一について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10° C 〜 35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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設置 


ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 


本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています)。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所に設置しない 


A 注意 


A\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 零下守章 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• 装置を引き出した状態にしない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 

On 9 〇 


ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 
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• レールアセンブリの取り外し 


本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にあるロック解除ボタンを押 
しなが6、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 




が解除できます。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 



"〇 • 取り外したレールアセンブリは、この後の手順（レールアセンブリの取 

Bga り付け）で使用します。 

• レールで指を挟まないよう十分注意してください。 














レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチッ」と音がして、 
ロックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もラー方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 




前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してくださし、 

I チェック I 
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• 本体の取り付け 


A 注意 

AQ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



左右のレールアセンブリのスライ 
ドレール（ベアリング部）を手前 
に引ぎ出す。 



2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

左右の レール アセンプリに本装置 
側面のイン ナーレールを 確実に差 
し込んでからゆっくりと静かに押 
し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり、装置を固定で 
きます。 


レール アセンブリ 



• レールで指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに強い 
摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 














12 設置 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置 
F エック I の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、 
他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り付け直してくださ 
い0 


• フロントべゼルの取り付け 

フロントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに引っかけるようにしながら 
取り付けます。 


取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


タブ 



A 注意 


A A 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 指を挟まない 

• 装置を引き出した状態にしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 
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3. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 


ボタンを押すとロック 
が解除できます。 



4. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


• 複数名で装置の底面を支えながらゆつくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レールで指を挟まないよう十分注意してください。 


5. レールアセンブリを取り外す場合 
はレバーを押しながらレールを矢 
印方向に引いて外してください。 




















































14 設置 



複数のレールアセンブリを取り付けた場合、ロック解除するためのレバーを手 
で押せないことがあります。このときは、本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具でロックを解除し、レールアセンブリを取り外し 
てください。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。ここで説明していない部品は本製品では使用しません。 


装置前面 


<フロントべゼルを取り付けた状態> 

( 3 ) ( 5)-1 ( 6 ) 



くフロントべゼルを取り外した状態> 




























































各部の名称と機能 


(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護す力 
パー。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる （—29 ページ)。 

(2) キース□ット 

フロントべゼルのロックを解除するセキュリティ 
キーの差し口。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する （22 ページ)。 

(4) DISK アクセスランプ（緑色/アンバー色） 

内蔵の八ードディスクドライブや光ディスクドラ 
イブにアクセス時に緑色に点灯する。 

RAID コント□—ラを使用する時は、内蔵ハード 
ディスクドライブのうち、いずれか1つでも故障 
するとアンバー色に点灯し、リビルド中は点滅す 
る （23 ページ)。 

(5) LINK/ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （24 ページ)。 

(6) UID (ユ ニッ ND ) ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
する （24 ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （22 ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点灯する。異常が起 
きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ （—27 ペー 
ジ)。 

(9) USB コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する （—27 ページ)。 

(10) リセットスイッチ 

押すとリセットを実行する。通常は使用しない。 


(11) UID (ユニッ ND ) スイッチ 

UID ランプを〇 N / OFF にするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もラー度押 
すと消灯する （—24 ページ)。 

(12) POWER スイッチ 

電源を〇 N / OFF するスイッチ1，30ページ)。一 
度押すと POWER ランプが点灯し、〇 N の状態にな 
る。もう一度押すと電源を〇 FF にする（ランプは 
消灯する）。4秒以上押し続けると強制的にシャッ 
トダウンする。スリープ機能を持つ〇 S では、ス 
リープスイッチとして使用することもできる 
22ページ)。スリープモード（スリープ）で動作 
している間は点滅する（対応している〇 S でのみ 
動作する）。 

(13) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い0 

(14) 光ディスクドライブ 

本装置は、 DVD - ROM ドライブ （—31 ページ)。 
(14)-1 ディスクアクセスランプ 
(14)-2 トレーイジェクトボタン 
(14)-3 強制イジェクトホール 

(15) 八ードディスクドライブベイ 

最大6台まで搭載可能 （65 ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成ではすべてのベイにダミートレーが搭載 
されてし''る。 

(16) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ。ハード 
ディスクドライブにアクセス時に緑色に点灯す 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵ハード 
ディスクドライブが故障するとアンバー色に点灯 
し、リビルド中は緑色とアンバーに点滅する。 




八ードウエアの取り扱いと操作 17 


本体背面 


⑷⑸ -2 ( 6 ) 



(4)(11)(12) 


(1) 電源コネクタ 

AC コードを接続するコネクタ （—26 ページ）。 

(2) マウスコネクタ 

PS /2 対応のマウスを接続するコネクタ （—26 
ページ)。 

(3) シリアルポート B(C0M B) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
(一26ぺージ)〇 

(4) LINK/ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続しているハプなどのデ 
パイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する 
24ページ)〇 

(5) LAN コネクタ 

1〇〇 OBASE - T / 1〇〇 BASE - TX / 1〇 BASE-T と接続 
するコネクタ （—26 ページ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字はポート 
番号を示す。 

* 〇 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(6) SPEED ランプ （1000/1 00/10ランプ） 

LAN の転送速度を示すランプ （—24 ページ)。 

(7) キーポー ドコネクタ 

PS /2 対応のキーボードを接続するコネクタ 
26ページ)〇 

(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ （—26 ペー 
ジ)〇 


(9) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。 

(10) USB コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する （—26 ページ)。 

(11) マネージメント専用 LAN コネクタ 

1〇 0 BASE - TX / 1 0 BASE - T と接続するマネージメ 
ント専用 L のコネクタ （—26 ページ)。 

(12) SPEED ランプ （1 00/10ランプ） 

マネージメント専用 LAN の転送速度を示すランプ 
(—24 ページ)。 

(13) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを〇 N / 〇 FR こするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もラー度押 
すと消灯する （—24 ページ)。 

導通のない細い棒で押してください。 

(14) PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット。 
(14)-1 ロープ □ファイル PCI ボード 

(14) -2 □ープロファイル PCI ボード 

(15) AC POWER ランプ 

本体装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給）す 
ると、緑色に点灯する （—24 ページ)。 

(15) -1 POWER ユニット# 1のランプ 
(15)-2 POWER ユニット# 2のランプ 
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本体内部 


2.5 型ハードディスクドライブモデル（標準構成/ハードディスクドライブ6台) 



(1) 光ディスクドライブ（オプション） 

(2) フロントパネルポード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) バックプレーンポード 

(5) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 


(6) 電源ユニット 

(7) DIMM 

(8) ヒートシンク 

(9) マザーポード 

(10) PCI ライザーカード 

(11) プルアウトタグ 
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2.5 型ハードディスクドライブモデル（冗長フアン構成/八ードディスクドライブ6台) 



(1) 光ディスクドライブ（オプション） 

(2) フロントパネルポード 

(3) ドライブベイ（末尾の数字はドライブベイ 
番号を示す）（八ードディスクドライブは 
オプション） 

(4) バックプレーンポード 

(5) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 


(6) 電源ユニット 

(7) DIMM 

(8) ヒートシンク 

(9) マザーポード 

(10) PCI ライザーカード 

(11) プルアウトタグ 
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マザーポー 


(1)-1 (1)-2 ( D -3 (2) 



(1) 電源コネクタ 

(1)-1 電源コネクタ8ピン 
(1)-2 電源コネクタ24ピン 
(1)-3 電源コネクタ5ピン 

(2) DIMM ソケット 

(上から2、4, 6,1、3, 5) 

(3) プ□セッサソケット 

(4) リチウムバッテリ 

(5) 冗長フアン切り替えジャンパ 

設定については92ページを参照してください。 

(6) パスワードクリアジャンパ 

設定については124ページを参照してください。 

(7) バックパネルポード接続コネクタ 

(8) SATA RA 旧ジャンパ 


(9) スピーカ 

(10) Mini-SAS コネクタ 

(11) SATA コネクタ 

(12) フロントパネルポード接続コネクタ 

(13) フロント USB コネクタ 

(14) CM0S クリアジャンパ 

(15) フロント VGA コネクタ 

( 1 6) シリアルポート A コネクタ 

(17) PCI ライザーカードス □ット 

(18) 外部接続コネクタ/外部からの操作スイッチ 
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D 


ツクプレーンボー 



(1) SATA/SAS コネクタ 

(末尾の数字はコネクタ番号を示す） 

(2) HDD コネクタ 

(3) 電源コネクタ 

(4) DVD-ROM ドライブ用電源コネクタ 

(5) システムファンコネクタ 
(末尾の数字はファン番号を示す） 
(コネクタ2、4、12は冗長ファン接続時 
に使用） 

(6) SGPI01 コネクタ 

(7) マザーポード接続コネクタ 

(8) フロントパネルポード接続用コネクタ 

(9) SGPI02 コネクタ 

(10) SW RAID ジャンパ 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意味は次のとおり 
です。 

POWER ランプ （ t) 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の間、ランプが緑色に点灯しています。 

省電力機能をサボートしている〇 S で、省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ （▲) 

本体前面にあります。ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯 
します。 STATUS ランプが消灯しているときや、緑色に点滅、またはアンパー色に点灯/点 
滅しているときはハードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


_"〇 • ESMPRO やオフライン保守ユーティリティ等を使ってシステムイベン 

Bfa 卜□グ ( SEL) を参照することで故障の原因を確認することができま 

す。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャツトダウン 

処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合はリセツト、強制電源 OFF をする 
か、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急に交換すること 
をお勧めします。 

CPU エラーを検出した状態で動作し 
ています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って CPU の状態を確 
認後、早急に交換することをお勧め 
します。 

消灯 

電源が〇 FF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 

消灯 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが検出 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないがどうが確認してくださ 
し、また、内部ファンのケープルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

アンバー色に点滅 

ファンアラームを検出した。 

内部ファンのケープルが確実に接続 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わらない場合 
は、保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


温度警告を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないがどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケープルが 
確実に接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


ハードディスクドライプが故障し 
た。 

ハードディスクドライプを交換して 
ください。 


DISK アクセスランプ （ i ) 

本体前面にある光ディスクドライブのアクセスランプは、それぞれにセツトされているディス 
ク、 DVD/CD-R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 


アクセスランプ 

本体前面にある光ディスクドライブのアクセスランプは、それぞれにセツトされているディス 
ク、 DVD/CD-R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 
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UID ランプ ( UID ) 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面または背面にある UID スイッチを押すと点灯し、も 
う一度押すと消灯します。ソフトウェアからのコマンドを受信したときは点滅で表示します。 
複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときなどに使用すること 
ができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを点灯させておくと、 
対象装置を間違えずに作業することができます。 


LINK / ACT ランプ （晶1、晶 2) 

本体前面と背面 （ LAN コネクタ部分）に各1個あります。本体標準装備のネットワークポー 
卜の状態を表示します。本体とハブに電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場 
合に点灯します （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します 
( ACT)o 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□ーラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


SPEED ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分に各1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが1000 BASE - T か、100 BASE - TX 、 10 BASE - T のどちらのネットワークインタフエー 
スで動作されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは1000 BASE - T で、緑色 
に点灯しているときは100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 
1 0 BASE - T で動作していることを示します。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC P 〇 WER ランプがあります。 AC インレットに電源コード 
を接続し、本体装置の電源を ON ( DC 電源を本体に供給）すると、ランプが緑色に点灯しま 
す。本体装置の電源を〇 N にしてもランプが点灯しない場合は、電源ユニットの故障が考えら 
れます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットの交換を実施してください。 



八ードウエアの取り扱いと操作 25 


Disk ランプ 

ハードディスクドライブベイにハードディスクドライブを6台取り付けることができます。 
搭載するホットプラグ対応のハードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表 
示と機能は次のとおりです。 



• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ハードデイスクドライブが故障していることを示します。 



RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAID 5) を構成している場合は、1台 
のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しか 
し、早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うこ 
とをお勧めします（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで行いま 

す）〇 


• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。 RAID システムでは、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 

wO U ビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
してから八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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接続について 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグを 
コンセントにつなげます。 


胃"〇 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続 • 設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 


A(§) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 


• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

電源プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しを 
しない 


• 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
ups に接続する場合は 
次ページの説玥を参照。 




シリアルインタ 
フェース機器 



LAN 上のネットワーク 
システム（ハブ（マル 
チポートリピータ）を 
介して接続されます） 


I LAN 上のネットワークシステ A 

■EH (ハブ（マルチポ-トリピ-夕: 
を介して接続されます） 

(管理専用） 



• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

• SCSI 機器は、オプションの SCSI コント□ーラを搭載すると接続するこ 
とができます。 SCSI 機器内部の接続ケーブルを含め、ケーブルの全長 
が 3m 以内になるようにしてください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを使用する場合は、 
NEC フィールディングに相談してください。 

• 回線に接続する場合は、設定機関に申請済みのポードを使用してください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ポードに接続したケーブルを 
抜くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなつているため、マイ 
ナスドライバなどを使用してツメを押して抜いてください。その際に、 
マイナスドライバなどが LAN やその他のポートを破損しないよう十分に 
注意してください。 
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周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブルタ 
イなどでケーブルが絡まないように束ねてください。 


胃"〇 ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないようフォー 
ミングしてください。 


本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある出カコン 
セントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 


<例> 


コンピュータインターフエースポート ( COM ) 



本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の〇 N / OFF を連動(リ 
ンク)させるために BIOS の設定変更が必要となる場合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」 _ 「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは112ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の〇 N / OFF や光ディスクドライブを取り扱うとき、ハードディスクドライブベイへ 
のハードディスクドライブの取り付け/取り外しを行うときはフロントべゼルを取り外しま 
す0 


フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
とができません。 

フロントべゼルの取り付け•取り外し時に POWER スイッチを押さないよう注 
意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 


フロントべゼルを取り付けるときは、フロ 
ントべゼルの左端のタブを本体の フレー 
ムに引っかけるようにしながら取り付け 
ます。取り付けた後はセキュリティのため 
にもキーでロックしてください。 



セキュリティ キース □ット 
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POWER スイツチ -■ 源の ON/OFF/ 再起動 - 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 

次の順序で電源を〇 N にします。 

1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を 0 N にする。 

^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 

2. ラックに搭載している場合でフロントべゼルを取り付けている場合はべゼルを取り 
外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC ロゴ」が表示されます。 


POWER ランプ 



電源〇 N の後、自己診断プログラム ( POST ) を実行してハードウェアの診断をし 
ます。 POST を完了するとシステムが起動します。システムの起動後は 
Management Console から本体の設定や管理ができます。ソフトウェア編をご覧 
ください。 

本体の電源の OFF やリセット（再起動）は Management Console を使用します。ソ 
フトウェア編を参照してください 。 Management Console から電源を OFF できない 
ときは本体の P 〇 WER スイッチを4秒以上押し続けてください（強制電源 OFF )。 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。光ディスクドライブは DVD / CD-ROM (読み出し 
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - R 〇 M はフロッピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

AQ 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

明をご覧ください。 


• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が ON ( POWER ランプが点灯) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す0 



4. デイスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


◎ 
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5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

ト レーに セツトする。 




ディスクの取り出しは、ディスクをセツトす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプが点灯しているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを確認してく 
ださい。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
ラー方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り出します。 



ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 










八ードウエアの取り扱いと操作 33 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り出せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引き伸ばして代用できる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 
るまでゆっくりと押す。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


注意事項 

DVD - RAM を代表とする光ディスクは簡易バックアップメディアであり、重要なデータのバッ 
クアップにはより信頼性の高いテープ装置等をお勧めします。 

なお、本書に記載されている推奨ディスク以外を使用した場合、または推奨する設置環境以外 
で使用した場合、動作不正を起こす可能性があります。 


記録データの補償について 

本製品を使用して光ディスクに記録されたデータの補償、および光ディスクの損失につきまし 
ては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、ご了承ください。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制イジェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

本製品にセットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD / DVD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD / DVD 」 などのディスク再生の保証は 
いたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 
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• 文字の書かれている面を上にして、トレーの上にていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込んだりしないで 
ください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い0 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、各ディスク専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、ク 
リーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 

• 各製品のユーザーズガイド(本体装置含む)に記載されている推奨ディスク（ノンプリン 
タブルディスク）を使用してください。 


• ディスクは非常にデリケートなものであり、取扱いには十分に注意してください。ユー 
ザーズガイドを参考にして、定期的にクリーニングしてください。 

光ディスクドライブの取り扱いについて 

• トレーを引き出したまま放置しないでください。 

• ディスクを装着したまま放置しないでください。 

• 定期的にトレーをクリーニングしてください。ただし、スリムタイプについては、ク 
リーニンク'の際にレンズに触れないよラ注意してください。 

• 1ヶ月に1回、 EXPRESSBUILDER 等のディスクの読み込みが正常に行えるかどうかを 
確認してください。 

本体装置の設置環境について 

次に示すような場所には置かないでください。 

• ほこりの多い場所 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所 

• 直射日光が当たる場所 

• 不安定な場所 

書き込み時間または読み込み時間の変動について 

本製品は、セットしたディスクの状態を検出し、最適な書き込み速度または読み込み速度に調 
整する機能を有しているためディスクの状態により書き込みまたは読み込みが完了するまで 
の時間が異なる場合があります。 
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Flash FDD 


Flash FDD はフロッピーディスクドライブと容量互換の装置です。 

Flash FDD は、本装置の USB コネクタへ1台のみ接続可能です。本装置にフロッピーディスク 
ドライブが接続されている場合は、必ず取り外してください。 


A 注意 


Flash FDD の紛失 • 盗難等には十分ご注意ください 

A 

Flash FDD の紛失 • 盗難 • 横領 • 詐取等により、第三者に個人情報が漏洩するおそ 
れがあります。個人情報が第三者に漏洩したために損害が生じた場合、弊社はその責 
任を負いがねますので予めご了承ください。 


胃-〇 • Flash FDD のライトプ□テクトスイッチは、本装置へ接続する前の状態 
Bto が反映されます。そのため、本装置接続後にライトプ□テクトスイッチ 

を操作しても無効です。使用中にライトプ□テクトスイッチの状態を変 
更する必要がある場合は 、 Flash FDD を一旦、本装置から取り外し、ラ 
イトプ□テクトスイッチ状態を変更してください。 

• 本装置への取り付け、取り外しの際に Flash FDD のライトプ□テクトス 
イツチを誤ってスライドさせない様に注意してください。 


注意事項 

Flash FDD は〇 S インストール時のデバイスドライバの読み込み用等の一時的な使用にとど 
め、データのバックアップ用として使用しないでください。 


記録データの補償について 

Flash FDD に記録されたデータの補償につきましては、弊社はいかなる責任も負いかねますの 
で、ご了承ください。 
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Flash FDD の取り扱いについて 


• Flash FDD のアクセス LED が点滅しているときに本装置の電源を〇 FR こしないでくださ 
い。 

—故障、およびデータの破損の原因となります。 

• Flash FDD は消耗品です 0 

エラー が発生した Flash FDD は使い続けず、新しい Flash FDD を使用してください。 

• Flash FDD は USB ハブを経由しての接続は不可となります。 

本装置の USB コネクタへ直接接続してください。 

• Flash FDD に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてください。 

• 分解しないでください0 

• 強い衝撃を与えないでください0 

• 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。 

• 飲食や喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなど 
を付着させないように注意してください。 

• 本装置への取り付けは、ていねいに行ってください。 

• Flash FDD を本装置の USB コネクタに挿入したまま移動しないでください。 

Flash FDD の故障の原因となります。 

• Flash FDD の使用後は、本装置から取り外してください。 
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サーバの確認 （ UID スイツチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであるかを見分 
けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID) ランプ」があります。 


<装置前面> 



UID スイツチ 


<装置背面> 


UID スイツチ/ランプ 


UID (ユニット D) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯しま 
す。 

ソフトウェアからコマンドを受信した場合は点滅表示します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源やインタ 
フェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UD スイッチやソフトウェアコマンドを 
使って保守する本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 
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